
one point advice
このサンプルでは、x=f(t), y=g(t) のように x,y のデータ対が共に共通の変数 t の関数として表される場合の作図例が紹介されています。

予め実数型の関数副プログラム(REAL FUNCTION)として与えた FX, FY を、ソースコード（pgex09.f）の

      CALL PGSCI(5)
      CALL PGFUNT(FX,FY,360,0.0,TWOPI,0)

の部分で描いています。この PGFUNT の第３～第５引数は、t=0.～2π の間を360等分して関数 FX, FY を計算することを意味します。つまり、描かれるグラフは (fx(0.), fy(0.)), (fx(2π/360.),fy(2π/360.)),･･･, (fx(2π),fy(2π))の点列を結んだものとなります。

なお、この例のように PGFUNT の最後の引数を"0"にすると、内部で自動的に PGENV が呼ばれます。この場合、作図範囲や両軸の目盛りの付け方は pgplot が勝手に決めてしまうので、ユーザがこれを自由に決めることは出来ません。また、図の外枠や軸、関数の線の色は、いずれも直前の PGSCI でシアン(色指定子"５")に指定されています。

黄色いメモ帳印をダブルクリックすると、それぞれの部分に関する簡単な説明が現れます。
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one point advice
図のタイトルは PGLAB の第３引数で指定する。
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one point advice
Ｙ軸のタイトルは PGLAB の第２引数で指定する。

one point advice
Ｘ軸のタイトルは PGLAB の第１引数で指定する。


